
■ ⽬標値未達成の要因について

関連項⽬名 中古⾞ストック
ヤード整備⾯積 単位 ha R5当初想定値 R5実績値 差

①

整備予定地が、国直轄⼯事のヤードとして使⽤する
こと、及び埠頭再編による移転集約地となったことに
よる整備⾯積の減少

・当初予定していた整備⽤地が、国直轄事業として進められている⼣凪２号岸壁⼯事のヤー
ドとして、使⽤されることとなった。
・⼤阪港湾局策定の港湾計画に基づく埠頭再編を推進するため、助松地区の中古⾞ストック
ヤードを汐⾒沖地区に移転集約する⽤地になったことから、整備内容等について港湾事業者
等の関係者と協議調整する必要があり、⼣凪２号岸壁の供⽤時期に併せ、後年度にﾔｰﾄﾞ
整備を⾏うこととなった。
・以上のことから、整備を⾒込んでいた2.5haが減となった。

・⼣凪２号岸壁の⼯事進捗状況を注視するととも
に、利⽤者や⼤阪港湾局と調整を図り、順次ヤー
ド整備を⾏っていく。

57.9 55.4 △ 2.5
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成果測定指標 単位 R５年度⽬標値 R５年度実績値 ⽬標値との差

中古⾞ストックヤード整備⾯積 ha 57.9 55.4 △ 2.5


